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OTS-5加工光学系

レーザーラインのモジュール式加工用光学ユニットOTS
シリーズは、溶接や、ろう付けから表面処理、付加加工や
除去加工の工程を含む複合部品の製造まで、幅広いアプリ
ケーションに対応することが出来ます。モジュール式の
構造と多様に実現可能なスポットジオメトリにより、これ
らの光学系は柔軟に設定、様々なプロセス要求に適切に
調整・対応することができます。成功の鍵は適切な焦点
形状を選択する事です。

強度分布が均一な円形焦点は、ファイバー端面のイメー
ジングによって形成されます。一般に、金属溶接、樹脂
溶着、ろう付け、または、クラッデングなどの用途に使用
されます。ライン形状および長方形スポットはホモジナ
イザーエレメントで形成され、大型ワークピースを処理
する場合に生産スループットを大幅に向上させることが
可能です。 このため、これらの焦点形状は、熱処理やク
ラッデイングの現場で多く適用されます。

レーザーラインの加工用光学ユニットは、産業用製造
プロセス向けに設計されています。 保護クラス IP54 に
準拠した完全内部冷却システムと耐腐食性ステンレス
ハウジングは、厳しい加工条件下でも最大 25kWの高
出力で連続運転が可能です。 標準インタフェースにより、
容易に生産ラインへ統合することが出来ます。



プロセス光学装置　OTS-5

当社の加工用光学系の基本設計は、標準光ファイバー
コネクタ LLK-D（項目 3）、コリメートレンズおよび
フォーカスレンズ（項目 4および 16）で
構成されます。広範囲なレンズシステムとオプションの
レーザーライン社システムモジュールによって、特定
アプリケーションおいて最適なツールになります。
レーザービームは、特殊なレンズ構造のホモジナイザー
（項目 13）を通してエネルギー分布がほぼ均一な一つの
焦点に、または、マルチスポットモジュール（項目 15）を
可能にする焦点形状になります。

これらの光学部品には、粉体ノズル（項目 20、21および
22）またはワイヤフィードユニット等の部品を追加する
ことが出来ます。マニホールドにて拡張することで安全
な生産プロセスについての必要条件を満たすことが出
来ます。カップリングユニット（項目10または11）を統
合すると、温度放射を計測するためにパイロメータ（項目
6）、または、プロセスを監視するためのCMOSカメラ（項目
7）の使用が可能になります。 クイックチェンジカバースラ
イド（項目 19）は、システムにアクセスできない部分でも
汚染されたカバースライドを迅速に交換することを可
能にします。カバースライドモニタリングにより、汚染
度をモニタリングし可視化することも可能です。

大面積スポット用加工光学系



1. ファイバー LLK-D
2. パリオコネクタ付き
   ファイバー LLK-D
3. ファイバーコネクタ LLK-D (Auto)
4. コリメータ光学系
5．光学系モニタリング
6. バイロメータ用インターフェース
7.CMOS カメラ
8.E-MAqS カメラ
9.CLAMIR- レーザ出力制御
10. カップリングユニット 0°
11. カップリングユニット 90°

12．追加部品用アダプタ
13．ホモジナイザー光学系
14. テレスコープ光学系
15. マルチスポットモジュール
16．集光光学系
17. 光学モニタリング用カバースライド
     パウダーノズルアダプタ含む
18．標準カバースライド
19. クイックチェンジカバースライド
20. マルチストリームパウダーノズル
21. リングスリットパウダーノズル
22. ワイドストリームパウダーノズル
23. 高酎久性クロスジェット
24. クロスジェット
25. フィラーワイヤーアダプタ
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 Cマウント, SM1, M40 x 1,5, 4×M4

西五反田7丁目ビル1階
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スポット・イン・
スポット

*1 ファイバーコネクター、コリメーターおよび集光光学系、カバースライド
*2 高出力化については応相談 
*3 上記以外の焦点距離については応相談 
*4 上記以外のコネクタータイプについては応相談

正方形または
長方形

広いエリアのスポット

矩形ビームと円形ビームの
組み合わせ
調整可能なレーザ出力バランス


